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 ラクダには、どうしてこぶがあるの 

●こぶは
し ぼ う

脂肪のかたまり 

 ラクダは、
にんげん

人間に
か

飼われている
か ち く

家畜の
なか

中では、いちばん
かんそう

乾燥に
つよ

強い
どうぶつ

動物です。
さ

砂ばくに
は

生

えている
しょくぶつ

植物や、
き

木の
えだ

枝、
は

葉などを
た

食べ、
た

食べ
もの

物や
みず

水がない
ひ

日が
すこ

少しぐらい
つづ

続いて、
なが

長く

なっても
へ い き

平気です。
さ

砂ばくは、１
にちじゅう

日中
つよ

強い
たいよう

太陽の
ひかり

光が
て

照りつけ、
あつ

熱く
や

焼けた
すな

砂がどこまで

も
つづ

続いていて、
しょくぶつ

植物も
どうぶつ

動物もあまり
み

見あたりません。
みず

水や、えさになる
しょくぶつ

植物がある
ば し ょ

場所ま

でたどりつくのに、
なんにち

何日もかかることが
おお

多く、ラクダは、その
なか

中で
い

生きていくのにあった
からだ

体

になってきたのです。 

 ラクダの
せ な か

背中のこぶは、
からだ

体に
ひつよう

必要な
えいようぶん

栄養分を、
し ぼ う

脂肪に
か

変えてたくわえてあります。
た

食べ
もの

物

がないときは、この
し ぼ う

脂肪を
すこ

少しずつ
つか

使って、
い

生きていけるのです。
なが

長
も

持ちする、お
べんとう

弁当みた

いなもので
 

す。 

●
せ な か

背中のこぶは、
たいようねつ

太陽熱をさえぎる 

 また、
せ な か

背中のこぶは、
うえ

上から
て

照りつける
たいよう

太陽の
ねつ

熱をさえぎって、
からだ

体にじかに
ねつ

熱が
つた

伝わら

ないような
や く め

役目もしています。 

 ラクダは、
たいおん

体温が４０
どスィー

℃
いじょう

以上にならない 

と
あせ

汗もかかないし、おしっこの
りょう

量も１
にち

日１ 

リットルと
すく

少なく、
たいない

体内の
みず

水が、
そと

外に
で

出て 

いかないような
からだ

体のつくりになっています。 
たいじゅう

体重の４０パーセント
ちか

近い
すいぶん

水分がなくなっ 

ても、なんとか、
い

生きていられるそうです。 
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